
し
か
し
、
い
つ
ま
で
こ
の
生
活
が
続
く
の
か
、
一
日
延
び
る

毎
に
体
力
が
落
ち
る
。
風
呂
へ
も
入
れ
な
い
。
日
本
へ
帰
り
た

い
が
、
い
つ
の
こ
と
や
ら
、
心
身
共
に
極
限
ま
で
き
た
。
新
聞
、

ラ
ジ
オ
が
な
い
の
で
い
ろ
い
ろ
と
デ
マ
が
飛
ぶ
。
北
緯
三
十
八

度
に
線
が
引
か
れ
て
そ
こ
を
突
破
し
な
い
と
帰
れ
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
た
。

そ
こ
へ
入
っ
た
朗
報
、
奥
地
か
ら
日
本
人
が
移
動
を
は
じ
め
、

定
州
駅
か
ら
南
下
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
私
共
が
奥
地
の
人
達

に
混
ざ
っ
て
、
こ
っ
そ
り
脱
出
す
る
こ
と
に
き
ま
っ
た
と
い
う
。

こ
の
収
容
所
か
ら
五
十
人
ず
つ
夜
陰
に
ま
ぎ
れ
て
出
発
と
い

う
。
順
番
は
子
供
の
多
い
人
と
、
単
身
者
、
第
一
陣
が
出
た
後

は
毎
日
毎
日
廊
下
に
立
ち
、
自
分
が
呼
ば
れ
る
の
を
待
っ
た
。

く
し
く
も
新
京
を
発
っ
て
丸
一
年
、
二
十
一
年
八
月
十
日
、
老

若
を
問
わ
ず
一
人
一
升
五
合
の
お
米
を
も
ら
い
、
唯
一
の
財
産

あ
る
娘
の
手
を
引
い
て
、
飯
盒
、
ミ
ル
ク
パ
ン
、
当
時
の
全
財

産
、（
お
金
は
無
銭
）
を
持
ち
、
リ
ー
ダ
ー
の
男
性
に
導
か
れ

て
収
容
所
を
出
発
、
駅
ま
で
真
っ
暗
な
道
を
一
言
も
話
さ
ず
黙

々
と
歩
い
た
。
途
中
保
安
官
に
呼
び
と
め
ら
れ
「
タ
レ
カ
、
セ

キ
ニ
ン
シ
ャ
、
タ
レ
カ
」
の
声
に
怯
え
な
が
ら
、
帰
れ
る
嬉
し

さ
と
、
今
こ
こ
で
引
き
戻
さ
れ
た
ら
の
不
安
を
胸
に
電
灯
一
つ

な
い
真
の
闇
を
全
員
無
事
、
駅
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。

終
戦
か
ら
故
郷
の
土
を
踏
む
ま
で
　 

兵
庫
県
　
■
口
匡
　 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
私
は
各
女
学
校
に
軍
衣
袴
の
縫

製
指
導
員
と
し
て
巡
回
、
母
校
の
神
明
高
女
で
臨
時
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
き
、
目
先
真
暗
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
て
帰
隊
、
私
物
整

理
、
除
隊
準
備
等
で
皆
隊
内
を
走
り
ま
わ
っ
た
。

私
の
家
は
隊
に
近
い
の
で
ソ
連
に
す
べ
て
を
引
渡
す
た
め
に

残
務
整
理
、
隊
員
の
食
事
の
世
話
を
頼
ま
れ
、
一
週
間
目
に
、

明
日
十
時
に
ソ
連
兵
が
来
隊
す
る
か
ら
朝
食
ま
で
帰
宅
す
る
よ

う
に
言
わ
れ
、
隊
員
と
最
後
の
別
離
と
な
っ
た
。

高
齢
の
両
親
と
女
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
妹
、
昨
日
ま

で
米
一
升
が
何
円
か
も
知
ら
ず
に
暮
し
て
き
た
私
は
父
に
代

り
、
大
黒
柱
の
役
目
を
呆
た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
な
っ
た
。

新
京
の
長
兄
、
次
兄
家
族
と
は
音
信
不
通
、
日
本
の
土
を
踏



む
ま
で
は
頑
張
ら
ね
ば
と
、
た
け
の
こ
生
活
、（
物
を
売
り
食

い
し
て
、
一
つ
一
つ
な
く
な
っ
て
行
く
生
活
）
デ
パ
ー
ト
の
陳

列
ケ
ー
ス
を
借
り
、
異
国
人
相
手
の
商
売
、
衣
類
、
置
物
な
ど

売
れ
る
品
は
次
々
と
売
り
食
い
、
家
に
は
二
十
年
九
月
か
ら
兵

隊
三
人
が
入
居
し
、
町
は
ソ
連
、
中
国
人
が
多
く
、
日
一
日
と

日
本
人
は
す
く
な
く
な
り
、
家
の
前
を
通
る
市
電
は
運
転
手
も

客
も
中
国
人
ば
か
り
。

二
十
一
年
三
月
に
ソ
連
将
校
が
二
階
に
入
居
、
私
達
四
人
は

階
下
一
室
八
畳
間
で
生
活
、
他
の
部
屋
に
、
二
十
一
年
九
月
、

撫
順
か
ら
引
揚
船
に
乗
る
日
ま
で
老
母
、
嫁
、
幼
児
二
人
の
四

人
家
族
、
二
十
年
は
、
一
日
五
百
円
、
二
十
一
年
は
一
日
千
円

の
生
活
費
が
必
要
、
同
居
者
に
少
し
ず
つ
食
品
の
お
す
そ
わ
け

を
し
、
帰
国
で
き
る
日
ま
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
と
励
ま
し
、

両
親
の
健
康
を
気
づ
か
い
な
が
ら
、
引
揚
命
令
の
通
知
が
一
日

も
早
い
こ
と
を
祈
念
し
、
兄
達
に
元
気
な
姿
で
会
え
る
日
を
待

ち
続
け
る
の
み
で
し
た
。

二
十
一
年
十
二
月
、
ソ
連
将
校
が
出
て
二
日
後
、
八
路
軍
が

入
居
、
廊
下
、
階
段
、
畳
な
ど
は
昔
の
姿
が
見
る
影
も
な
く
荒

さ
れ
、
わ
が
家
と
は
思
わ
れ
ぬ
ほ
ど
変
り
ま
し
た
。

窓
か
ら
外
を
み
る
と
、
大
八
車
に
手
足
を
し
ば
ら
れ
た
日
本

人
男
性
の
姿
を
見
て
も
助
け
ら
れ
ず
、
今
も
目
に
焼
き
つ
い
て

い
ま
す
。
日
本
人
幼
児
を
連
れ
て
歩
く
中
国
人
に
数
多
く
会
い
、

幼
児
は
私
の
姿
を
見
て
、

母
親
を
探
し
て
い
る
よ
う
な
顔
つ
き
、

あ
ど
け
な
い
面
影
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

今
も
胸
が
痛
む
思
い
。
二
十
二
年
迎
春
、
町
内
の
人
も
残
り

少
な
く
、
治
安
は
日
増
し
に
悪
く
、
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
生

活
で
、
帰
国
を
希
望
し
な
か
っ
た
父
は
二
人
の
娘
の
こ
と
を
思

っ
て
か
、
賛
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
露
戦
争
直
後
官
吏
と
し
て
渡
満
、
築
き
あ
げ
た
家
、
土
地

等
す
べ
て
の
財
産
、
宝
物
を
失
う
胸
中
は
断
腸
の
思
い
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。
私
た
ち
も
生
れ
故
郷
で
、
住
み
な
れ
た
大
連
を
離

れ
る
淋
し
さ
は
父
と
同
様
で
筆
舌
に
つ
く
し
難
い
思
い
で
し

た
。兄

達
に
会
え
る
一
途
の
望
み
を
胸
に
親
子
四
人
で
帰
国
を
決

定
し
た
。
三
月
中
旬
、
引
揚
通
知
が
あ
り
、
知
人
に
連
絡
、
荷

物
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

四
人
で
長
年
住
み
な
れ
た
家
を
後
に
、

南
山
麓
小
学
校
に
集
合
、
ソ
連
兵
が
閉
門
、
聞
く
と
日
本
人
帰

国
者
は
終
り
と
の
こ
と
。



大
連
港
か
ら
最
終
船
の
引
揚
者
と
知
り
ま
し
た
。
翌
朝
、
両

親
は
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
物
の
中
に
か
く
れ
、
大
連
港
ま
で
、
私
は

団
旗
を
持
ち
、
妹
と
大
連
港
ま
で
徒
歩
、
風
雪
強
く
、
港
か
ら

吹
き
あ
が
る
潮
風
、
岸
壁
に
ソ
連
兵
が
炊
き
た
て
の
白
米
を
四

斗
■
に
入
れ
、
二
個
ず
つ
団
毎
に
三
十
分
で
あ
き
■
に
し
ろ
、

早
く
早
く
と
わ
め
い
て
い
る
。

お
ば
さ
ん
十
人
に
出
て
い
た
だ
き
、
岸
壁
で
風
雪
に
さ
ら
さ

れ
な
が
ら
お
む
す
び
づ
く
り
を
部
隊
生
活
で
経
験
し
た
や
り
方

で
、
手
順
よ
く
二
十
分
で
完
了
。

監
視
し
て
い
た
ソ
連
兵
は
、
早
業
に
び
っ
く
り
、
倉
庫
に
走

っ
た
ソ
連
兵
は
、
前
団
が
時
間
切
れ
で
残
し
た
四
斗
■
に
半
分

以
上
あ
る
ご
飯
を
、
こ
れ
や
る
と
言
っ
て
渡
さ
れ
た
。

興
安
丸
の
船
底
生
活
、
臨
時
の
便
所
は
甲
板
に
あ
り
、
階
段

が
急
な
た
め
、
老
人
、
子
供
は
無
理
で
、
バ
ケ
ツ
一
個
を
提
出
、

私
が
甲
板
ま
で
捨
て
に
行
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

博
多
の
町
の
灯
を
目
前
に
し
な
が
ら
、
前
に
船
か
ら
コ
レ
ラ

患
者
が
出
た
た
め
に
、
船
内
消
毒
四
日
間
停
泊
し
、
や
っ
と
四

月
一
日
上
陸
、
故
郷
大
阪
に
向
か
っ
た
。

次
兄
は
両
親
の
元
気
な
姿
に
会
い
、
眼
鏡
の
奥
に
キ
ラ
リ
と

光
る
も
の
を
み
た
。
そ
し
て
ど
ち
ら
か
が
箱
に
入
っ
て
帰
っ
て

く
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
言
っ
た
。

よ
く
生
き
て
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
と
言
わ
れ
、
お
互
い
に
再

会
で
き
た
こ
と
を
喜
び
、
私
は
肩
の
重
荷
が
一
度
に
軽
く
な
っ

た
。

敗
戦
国
民
の
苦
痛
〝
「
脱
走
三
千
里
」
〟
　 

兵
庫
県
　
神
吉
一
夫
　 

ソ
満
国
境
の
虎
林
、

牡
丹
江
と
流
転
し
た
敗
残
兵
十
五
人
は
、

つ
い
に
武
装
解
除
さ
れ
て
捕
虞
収
容
所
入
り
と
な
り
、「
戦
闘

部
隊
」
だ
か
ら
と
し
て
食
事
も
与
え
ら
れ
ず
、
広
場
で
寝
起
き

す
る
だ
け
で
、
た
だ
死
を
待
つ
か
、
シ
ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
て
死

ぬ
か
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
「
死
ぬ
」
こ
と
で
あ
る
と
、
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
ら
れ
た
。
携
帯
食
糧
も
底
を
つ
き
始
め
た
と
き
、
ソ

連
領
タ
イ
シ
ェ
ッ
ト
行
き
が
開
始
さ
れ
た
。
脱
出
を
決
行
し
、

生
死
を
共
に
し
た
戦
友
は
、
二
回
の
決
行
で
、
十
人
の
尊
い
生

命
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。




